
用し けながら、対象地 の 住宅に 」、「 1 元

の住宅を 用し けながら、対象地外の住宅に 」、

「 2 元の住宅を 用 ずに、対象地外の住宅に 」

のう 、2 つの住宅に が分かれて した 合）

をした は、「 と から る 」、

「 と 代から る 」が い。

一 、 分 をしない の対 （「 2 元の住宅

を 用 ずに、対象地 の 住宅に 」、「 2 元

の住宅を 用 ずに、対象地外の住宅に 」のう 、

1 つの住宅に した 合）をした は 「

」、「 代から る 」である。

(5) 対象地においては 災前、 的な空間構 を

していた住宅は に ないが、 理・ 事

は 上層に設けられ、 理・ 事 についての

は られていたと える。それに対し、 災後、

理・ 事 を 上層に設けた 合は である一 、

理・ 事 を設けない住宅や中間層または地上階に

設ける事例も られた。

　以上が本稿で得られた である。

注
注 1）バ タ ル市より 手し、筆者加筆。
注 2）住宅・建物の スに利用する中 を「 中 」と する。

文献 8）を 。
注 3）バ タ ル市より 手した地 を筆者加筆。
注 4） ワール の住宅は だが、対象地の住宅はフ

ット である。
注 5）対象地の住宅の は上層から 壊しており、 の階

の は 壊・ による である。
注 ）本稿では、震災 2 月以 にコ が元の住宅に 住す

るのが な のために建設した 設住宅を「コ
が建設したシ ルター」、 ・ などが建設した 設住宅
を「外部のシ ルター」と する。 文献 10）を 。

注 7） 分 した 4 が住宅間を行き しているかについては
き れていない。
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　本研究は、  パール地震関  国際 急共同研究・
（ ）「 パール地震後の都市部およ 部におけ

る住宅 建 スに関する研究（研究代 者：大月  
）」により実施されました。本研究の ン にあたり、
 に をいただき、また、 対象となった
 の住民の をいただきました。ここに の を

し上げます。

に 01 年 に対

の に 研究

A study on local community's response on 2015 Nepal earthquake 
in old residential area of Bhaktapur

キ 　 タ *1、大月 *2、井本 里 *3、高 *4、 *4

SHAKYA Lata, OTSUKI Toshio, IMOTO Saori, GAO Han and FUJITA Yuki 

１． に

１．１．研究の背景と目的

　2015 年 4 月 25 の 7 の本震と 5 月 12 の 7 3 

の 震による は パールの 14 におよ 、 都

の の として られる 都市： トマン 、パ

タン、バ タ ルも含まれる。震災による 者は 国で

8 73 人にの り、 トマン 、 ト ル 、バ

タ ル では、122 人、180 人、333 人になっている。

また、 トマン 、 ト ル 、バ タ ル では

それ れ 壊 973 戸 1 512 戸 18 900 戸、 壊は

50 753 戸 5 987 戸 9 090 戸であった。バ タ ル

では建物 がもっとも く、 都市バ タ ル市だ

けで、252 人の 者と 壊 5 98 戸、 壊 2 092 戸であっ

た注1)。

　 パールは 1934 年に大地震を経 しているが、近年

になってようやく行 は様々な をしていた注 2)。ま

た、地 も地域防災計画を 定していた注 3)。し

かし、その準 は 分とはいえず、震災直後の の対

の れ、国 外の マ ントの しさ、 ・

関 の法 ・ ド ンの などが されて

いる注 4)。そのような中、地域住民や地域 による共

同的な 活 が 価されており、 ーシ ールキ

タルやレ ントなコ の重要性を してい

る注 5)。しかし、地域 がどのような活 を行ったの

か 的には していない。

　1934 年の大震災直後の 対 については「 パー

ルの大地震 た本に

載されている注 ) が、 国 態の 、地域社会がどの

ように を進めたかについては 載されていない。筆

者は 都 のパタン 市 地における 者を対象に

ー ル スト ー 法で 分析を行い、 的な共

用空間「中 」共同 「フ ル 」などが 1 月

以上の 活に利活用されたこと、共同 活につ

いて明らかにした注 7)。しかし、地域コ の対

については情報 集に があり、解明できていない。

行 からの 分な対 がない中、地域コ が人
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behind its success  are clari ed through the analysis of their collaborative activities and its 
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的 およ 人的 ットワー を かして震災後の

をどのように り えたか解明することが、 途上国

だけではなく 進国においても行 の に しす な

い 計画には重要である。

　本研究では、震災直後から地域コ の活 を

けてきたバ タ ル 市 地の ・ の事

例を り上げる。行 からの がない中、地域コ

がどのように活 を行ってきたか、その 容を明

らかにする。また、 活 におけるコ 外か

らの 実態についても分析を行い、適 な対 が可能

となった要 について をする。なお、本研究では、

地域コ とは「ある を介して される

住者間の関係であり、その 住者の集まり」とし注8）、

と ばれる中 を介して されている 住者

の集 を ・コ （以下 コ ）

と ことにする。

１．２． 研究と本研究の

　対象地の 住民は ワール であり、 文化人 学分

においては ワール の 活文化の視点からの研究注 9)、

ースト制度や 教の視点からの研究注 10) などが られ

る。その中でも 井 注 11) の ワール の社会構造の

特 を したものは、ある 落を事例に 分析を行っ

ており、地域コ 研究に近い。 は 関係や

ースト間関係、 に着目しており、「 ワール

社会において、 住近性は重要な要 であるが、それが

そのまま明 な社会関係を ことは どなく、 関

係や同 ーストという関係がある 合に り社会関係が

られるようになる。」 としている。しかし、 地 関係

からなるコ やその活 については分析してい

ない。本研究の対象地も ワール の 住する 市 地

であり、 する社会構造かと われるが、 井 の研

究から 30 年以上経 しており、近代化による変化も

なからずあると えられる。本研究では、 関係の分

析には ってないが、 的な 教 と現代的な目

的 が する対象地における地域コ の

けを行ったうえで、平 の行 を している。

　建築学分 においては、 ワールの 市 地における

的「 」 （トル）注12) に着目した研究があるが、

現代的な地域コ の活 には着目していない。

一 、筆者はパタン 市 地の共用空間の 理シス

に関する研究について、共用空間での平 と の

活 において、 住者関 、 教関 、そして

行 といった 間関係を分析し、 様な による空

間 理シス であることを明らかにしている注 13）。本

研究では、災 という において地域コ

が行った活 を分析し、その活 が実施できた要 の一

つとして平 からの地域コ の活 の を

する。

１． ．研究の方法

１ 対象

　本研究では、バ タ ル市の  1 市 地の

・トルの一部である ・ を対象と

する（ １、 ２）。バ タ ル 市 地は

地 （   ) のバッフ ー

ーンとなっており、対象地はこの に する

( 3）。また、対象地は大 りに面しており、  

 という 市 地の んな市 に近く、

中は い物 で わう。一 、大 りから 地に ると

ワール の 的住宅注 14) が中 を んで建 、中

は の で して中 集住 となっている。対

象地の中心に 中 （ １）があり、それ以外

にも 住宅 の スに利用され、 り けのできる

 1　 の を
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的 およ 人的 ットワー を かして震災後の

をどのように り えたか解明することが、 途上国

だけではなく 進国においても行 の に しす な

い 計画には重要である。

　本研究では、震災直後から地域コ の活 を

けてきたバ タ ル 市 地の ・ の事

例を り上げる。行 からの がない中、地域コ

がどのように活 を行ってきたか、その 容を明

らかにする。また、 活 におけるコ 外か

らの 実態についても分析を行い、適 な対 が可能

となった要 について をする。なお、本研究では、

地域コ とは「ある を介して される

住者間の関係であり、その 住者の集まり」とし注8）、

と ばれる中 を介して されている 住者

の集 を ・コ （以下 コ ）

と ことにする。

１．２． 研究と本研究の

　対象地の 住民は ワール であり、 文化人 学分

においては ワール の 活文化の視点からの研究注 9)、

ースト制度や 教の視点からの研究注 10) などが られ

る。その中でも 井 注 11) の ワール の社会構造の

特 を したものは、ある 落を事例に 分析を行っ

ており、地域コ 研究に近い。 は 関係や

ースト間関係、 に着目しており、「 ワール

社会において、 住近性は重要な要 であるが、それが

そのまま明 な社会関係を ことは どなく、 関

係や同 ーストという関係がある 合に り社会関係が

られるようになる。」 としている。しかし、 地 関係

からなるコ やその活 については分析してい

ない。本研究の対象地も ワール の 住する 市 地

であり、 する社会構造かと われるが、 井 の研

究から 30 年以上経 しており、近代化による変化も

なからずあると えられる。本研究では、 関係の分

析には ってないが、 的な 教 と現代的な目

的 が する対象地における地域コ の

けを行ったうえで、平 の行 を している。

　建築学分 においては、 ワールの 市 地における

的「 」 （トル）注12) に着目した研究があるが、

現代的な地域コ の活 には着目していない。

一 、筆者はパタン 市 地の共用空間の 理シス

に関する研究について、共用空間での平 と の

活 において、 住者関 、 教関 、そして

行 といった 間関係を分析し、 様な による空

間 理シス であることを明らかにしている注 13）。本

研究では、災 という において地域コ

が行った活 を分析し、その活 が実施できた要 の一

つとして平 からの地域コ の活 の を

する。

１． ．研究の方法

１ 対象

　本研究では、バ タ ル市の  1 市 地の

・トルの一部である ・ を対象と

する（ １、 ２）。バ タ ル 市 地は

地 （   ) のバッフ ー

ーンとなっており、対象地はこの に する

( 3）。また、対象地は大 りに面しており、  

 という 市 地の んな市 に近く、

中は い物 で わう。一 、大 りから 地に ると

ワール の 的住宅注 14) が中 を んで建 、中

は の で して中 集住 となっている。対

象地の中心に 中 （ １）があり、それ以外

にも 住宅 の スに利用され、 り けのできる
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「 中 」が 2 、また、 人宅からの ス可

能な「 中 」が５ ある。また、 注 15) が

理する建物があり、その 1 階部分は でも利用できる

「フ ル 」がある（ ４）。　

２ 方法　

　震災後、 コ で共同建 えを目的に、

を集める活 を行っていた コ の ー ー

にコンタ トをとり、現地 を実施した。コ

ー ーを中心に な活 者 3 人にもコ が震

災直後から行ってきた活 について ンタ ー を

行った。 は 2015 年 10 月、201 年 2 月である。

の

　本 文は６ で構 される。まず、対象地 ・

の地 における コ の け

を行った上で、 コ で平 に行ってきた

教 の活 、目的 の活 を明らかにする。

に震災直後から現 までのコ の活 につい

て分析を行った上で、 活 におけるコ 外

からの 実態を明らかにする。 後に から得られ

た をもとにこれら活 が スに えた

またその活 ができた要 について を行う。

２． の と の

の

２．１． と の 　

　 市 地においては、行 、 （トル）、

住者 が する。行 の が く、ト ル

は が 明 である。一 、 建物の  関が面

する中 や りの名前によって、 住者を地 的に

る 住者 が明 に する。この は 1 つの

中 や りの 合もあれば、 の中 や り の 合

もある。対象地においては 中 を介 した 42 

からなる 住者 があり、3 つの 中 、5 つ

の 中 が含まれる。本研究ではこの を  コ

と 。

　一 、 市 地に地 の （ 会に  た 

る   ） ト ル・ コ   （   

) がある も なくない。これは  的

トルの と一 するとは らず、地域活 を行 うた

めのものである。対象地においても 1995 年に  

・トル・コ を設立しており、 中  

中 の井戸の 活 、ス ー 活 を 行ってい

た。1997 年からは市による が され たため、

・トル・コ の活 が し、 現 は し

ている。しかし、井戸 の供給をコント ールすること、

井戸の 活 は 住者た で  しており、 化

しない でのコ  の活 となっている。

 

２ ２  コ の平 の活

（１） 教 とその活

1　 　
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　対象地と大 りを んだ かいに （  ）

があり、その を介した 教 「   

 」（ ）が する。この の構

は 19 人で、す て コ の 住者であ

る。 の構 は ー ーションで の 理

者として活 することが義 けられており、地域コ

の活 としては のお経 、 年に一

度に が を 行する りの 、が行われている。

の活 は が 有・ 理する建物の 1 階の部分

フ ル で行われる。そのため、構 と関係なく、

に 加することもできる。また、 の 合は構

以外の  コ の 住者も りに 加し、 大

に行っている（ 1）。

（２）目的 とその活

　 市 地には地 とは関係なく、 らかの目的を達

するために している が する。対象地では

 ・トル・ （   ) 注 

1 )   　  （ 会）が

それに たる。

　 ワール社会では元々 関 活 のためにシー・  

（ に基 く ）注 13) が するが、 外

住など 者 や 等かの理 で元々の から外

された の を手 うために した である。

1998 年に  人の構 でスタートし、現  2  人の構

がいる。そのう 2 人は  コ 外の構

である。 者が出た 合に活 が行われるが、その

にもコ の 住者を対象とした国 ー

を する活 なども られる。 は の キ

を 化することを目的に設立された である。対

象 に 定しない大 りの 会であるが、 キ

以外の活 は られない。

　以上、地域コ の活 を行う地 トル・

コ は しているが、 住者た による活 （井

戸関 の活 ）、 教 や目的 の活 などに

より、地域コ が しているといえる（ 1）。

． の の

　 5 に震災直後にコ の した 、

、 設住宅敷地を す。また、 7 には震災直後の

活の 、現 までの コ の活 を

まとめた。

．１． の の対

　地震が した直後、 住者は共同で ・近 （中

に面する 住者）の を行ってから近くの

に し、その後、より い 性の高い と

している。 となった は 住者の１人が

有するパー 会 （  、 2) であるが、

活が に ることを 80 年前の大震災を経 し

た年 らの により していたという。地震後、

が立つにつれ の受けていない住宅の 住者は 々

に 宅に り、 には 18 の っていたが、5

月の 震により人々は 度 に集まった。その は

00 人以上だった。この 震によってすでに を受け

ていた住宅は 壊・ 壊となり、 宅に れない 住者

が えた。 の としては 宅、 部 、

・ 提供の 設住宅であったが、いずれの も

な 住者が 13 いた。

．２． 設住宅の建設

　この 13 のためにコ は 設住宅の建設

を計画し、地震 から 2 月以 に さ た。敷地

はすでに が 設住宅を建てていた 1 部を りるこ

とにし、14 と2 の を建て、その間には ・ ・

などできる共用空間を設けた（ 、 3）。 住

者には 1 名の 者がいたことからト レは 設住宅の

近くに 1 に加え、 の 設住宅 住者用の敷地に２

住 の集 目的
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コ は しているが、 住者た による活 （井

戸関 の活 ）、 教 や目的 の活 などに

より、地域コ が しているといえる（ 1）。
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、 設住宅敷地を す。また、 7 には震災直後の

活の 、現 までの コ の活 を

まとめた。
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　地震が した直後、 住者は共同で ・近 （中
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している。 となった は 住者の１人が
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活が に ることを 80 年前の大震災を経 し

た年 らの により していたという。地震後、

が立つにつれ の受けていない住宅の 住者は 々

に 宅に り、 には 18 の っていたが、5

月の 震により人々は 度 に集まった。その は

00 人以上だった。この 震によってすでに を受け

ていた住宅は 壊・ 壊となり、 宅に れない 住者

が えた。 の としては 宅、 部 、

・ 提供の 設住宅であったが、いずれの も

な 住者が 13 いた。

．２． 設住宅の建設

　この 13 のためにコ は 設住宅の建設

を計画し、地震 から 2 月以 に さ た。敷地

はすでに が 設住宅を建てていた 1 部を りるこ

とにし、14 と2 の を建て、その間には ・ ・

などできる共用空間を設けた（ 、 3）。 住
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震
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パーティ会場へ
（Party Palace）

15:00頃 ・最初はコミュニティの居住者
　の20世帯
・徐々に人々が集まる
・夜は660人くらいになる
（中200人のみKコミュニティ
の居住者）

翌日～ ・数日たつと、人々は徐々
に避難所を出る

 

5月12日
12：50

地震
発生
(M7.3)

・18世帯の70人が避難

・再び全員、集まって来て、
夜には600人くらいになる・パーティ会場
・会場で寝るだけにした世帯も

・すでに被害を受けていた
住宅は半壊・全壊となる

・避難所から自宅に帰れない
世帯について話し合い

・コミュニティ独自で仮設
住宅の建設を決定し、仮設
を希望する世帯を集めて
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・2週間かけて完成させる
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6月1日

6月16日

7月1日

7月16日

・仮設住宅へ移動
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情報収
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会
場
の

オ
ー
ナ
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調
理
師

避難所の運営体制

若
者

・パーティ会場
・各自の自宅
親戚宅等

・寝具は各自の自宅
・食糧は被災者からの寄付、
持参する人々も
・調理道具、カーペット等は
　会場より借用

・落下する危険があったため、
被害を受けた住宅の上層
部分を解体することを決める
・1ヶ月かけて作業を行う
・60～65人の住民参加する

・13世帯は仮設住宅へ

8月
・共同建替えのためインター
ネットで募金募集する

・パーティ会場
・各自の自宅
親戚宅等

・居住者全員、家から出る
・カミナニ中庭の1軒の家の
一部は倒壊し、3階にいた夫
婦を中庭を囲む住宅の居住者
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・全員で広場へ避難
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共同的避難
行動

安全性の高い
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・年配から「80年前の大震災時は
余震が多く、長期屋外生活した」
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仮
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住
宅

建
設
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解
体
作
業

15人からなる実行委員会
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作業の参加者
・対象住宅の居住者2名以上
・その他住宅の居住者1名以上

15人からなる実行委員会

仮設住宅建設時の体制

委員以外の作業の参加者
・仮設住宅を希望する世帯
・その他若者（自由参加）

・共同建替えを希望する
住宅所有者たち
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替
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を設けた。

． ．住宅の 築 分の 体

　震災前、対象地の どの住宅

は元の 4 階建てから 築し 階

建て以上となっていた。この

築部分は 壊の 性があっ

たため、 設住宅 の 2 間

後に解 が行われた（

4）。解 の 要な住宅の 住者

は 2 名以上、それ以外の 住者

は 1 名以上が することに

し、1 月かけて計 5 名が解

を行った。

． ．共 建 計画

　震災直後から で共同 活していた 住者は

住宅 建について していた。元々 化した住宅で

あったこと、住宅の くは 地面 が く、共有 で建っ

ているものが いことから より共同で建 えするこ

とが有 であると え、30 からなる新しい ルー

を した。 有の建物も含めて 34 の建物

の共同建 えの計画となった。

． の に の

　 コ の活 に対する については 2 に

まとめた。

１ 的

　 関係では行 による と青年 工会 （

）による 、 ス ット、 など の があっ

た。 理 などは となったパー 会 から

用した。住関 では、 ー ットも同 く会 から提

供され、 は 災の ない住宅から ばれた。 設住

宅建設のためのトタンは （ 者関 ）、

ト レの設 は （ コシス と ンフ 関

の     

 ）、 設住宅での とタン は

（  ）より提供された。解 にお

いて、 に るブルーシートはコ 外の

人から され、 の は行 により行われた。ま

た、 設住宅の建設や解 に 要な は建設 を

している住民から 用している。

２ 的

　コ ー ーには 外の 人が く、震災

から の し出があったため、 ー ーは特 に

行 を り、義 を集めた。 での 、

設住宅の建設敷地の 地 、建 、また、建設や解

の 加者のための などをこの義 から 出

した。

的 ・

　 活 において、技術的 、 的 が 要であっ

た。 進国の 合は や ン といった

人的 が提供されるが、対象地の 合は行 による

以外はす てコ の 住者によっ

て行われた。

． の に 体 と の

の 施・ の

　 の活 における 制と の関係を ３に

まとめた。

体

　「震災直後の対 」の活 には ー ーが中心となり

経理係、 の 理係、情報 集・ 係などの

を り てた。 な活 者の は 20 代の 性で、

を とする大学 である。そのため、パ コンを利用

した会計の 理が された。 は50代の 性で、 ー

・ス ト・ パールで しており、 におけ

るマ ントの経 がある人物である。 も 50 代

の 性で、大工として 事をしており、 もできる人

２　 の の と

（ ）

の （ ）

（ ）

（ の ～
～ の

（ 道 ）
（ ）

（ ）
（ の ）
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関 （ ）
（ ）

の
（ の ） （ ）

道
（ 道 ）

（ ）
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を設けた。

． ．住宅の 築 分の 体

　震災前、対象地の どの住宅

は元の 4 階建てから 築し 階

建て以上となっていた。この

築部分は 壊の 性があっ

たため、 設住宅 の 2 間

後に解 が行われた（
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は 2 名以上、それ以外の 住者

は 1 名以上が することに

し、1 月かけて計 5 名が解

を行った。

． ．共 建 計画

　震災直後から で共同 活していた 住者は

住宅 建について していた。元々 化した住宅で

あったこと、住宅の くは 地面 が く、共有 で建っ

ているものが いことから より共同で建 えするこ

とが有 であると え、30 からなる新しい ルー

を した。 有の建物も含めて 34 の建物

の共同建 えの計画となった。

． の に の

　 コ の活 に対する については 2 に

まとめた。
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）による 、 ス ット、 など の があっ

た。 理 などは となったパー 会 から

用した。住関 では、 ー ットも同 く会 から提

供され、 は 災の ない住宅から ばれた。 設住

宅建設のためのトタンは （ 者関 ）、

ト レの設 は （ コシス と ンフ 関

の     

 ）、 設住宅での とタン は

（  ）より提供された。解 にお

いて、 に るブルーシートはコ 外の

人から され、 の は行 により行われた。ま

た、 設住宅の建設や解 に 要な は建設 を

している住民から 用している。

２ 的

　コ ー ーには 外の 人が く、震災

から の し出があったため、 ー ーは特 に

行 を り、義 を集めた。 での 、

設住宅の建設敷地の 地 、建 、また、建設や解

の 加者のための などをこの義 から 出

した。

的 ・

　 活 において、技術的 、 的 が 要であっ

た。 進国の 合は や ン といった

人的 が提供されるが、対象地の 合は行 による

以外はす てコ の 住者によっ

て行われた。

． の に 体 と の

の 施・ の

　 の活 における 制と の関係を ３に

まとめた。

体

　「震災直後の対 」の活 には ー ーが中心となり

経理係、 の 理係、情報 集・ 係などの

を り てた。 な活 者の は 20 代の 性で、

を とする大学 である。そのため、パ コンを利用

した会計の 理が された。 は50代の 性で、 ー

・ス ト・ パールで しており、 におけ

るマ ントの経 がある人物である。 も 50 代

の 性で、大工として 事をしており、 もできる人

２　 の の と

（ ）

の （ ）

（ ）

（ の ～
～ の

（ 道 ）
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関
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の
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物である。 ー ーはこの 3 人の

特性を理解した上で 分 をし

た。 「 設住宅建設」と 「解

」活 には上 の 4 人以外

に 15 人からなる実行 会を

り、その会の基で活 を実施した。

の 合、 設住宅を 望する

住者には を義 け、 の

住者は 加とした。 の 合、

解 対象住宅の からは 2

名、その の は 1 名の

加を義 けた。

　

の対象

　活 について、 は コ だけではなく

近 住民にも されていたが、 には コ

の 住者の が関わった。 およ の 合は コ

の 住者だけに 定した活 とした。 ー ー

は「 られた であるため、 実に できる 、

が なくできる などを す き」と えた

という。

的 の と の 性

　 ー ーや 住者は活 に、どこまで活 を

できるか 定できていなかった。活 の際は 初、

者から集 をしていたが、 外からの 的 があ

り、活 を けるきっかけとなった。また、 外の 人

に活 を報告することで、 を して活 容が が

り、 的 の 加につながった。　

の の

　 ー ーは コ における目的

（   ）の 立者であり、9 年間その

を たし けている。 教 （   

) の活 にも 加している。また、 の 住者もこ

れら活 を介して社会関係を に進めていると えら

れる。

の と 的

　 ー ーは 30 代の 性で、建物の として われ

る ント・ ー ン を 造・販売する会社

    の社 であり、 外に

おける スも んに行っている。一 で、青年 工

会 （  ） ン ・ ブ（  

）などの 会 の経 をもっており、 による

手法について理解している人物である。

　以上、 ー ーはコ での ットワー 、

コ 外の との ットワー そして 外の

人との ットワー といった 1) の ットワー を

もっていること、2) 解 のための ・

を理解していること、3) さらに外部 の

まで理解しているという大変特性を つ人物であるとい

える。

． と

　本稿では、バ タ ル 市 地の コ にお

いて、地域コ の けを行った上で、地

域コ の平 の活 およ 実態

を した。その上で、 活 の 制と の関係

を分析し、活 の実施・ の要 について を

た。その 、 コ の 活 における活

の実施・ の要 として 制の特性、 活

対象 を計画的 定したこと、 的 とその

者との関係が 密であること、 地域コ の

平 の活 、 後に ー ーの人 と の人的 ッ

トワー 、と えられた。

　以上から、災 後、 人で 活をするのが な に

こそ共同性が 要であり、それには平 からコ

を築くことが重要といえる。また、それこそが災

に できる人的 ・社会 であると えられる。

そして、このような人的 ・社会 を活かすことで、

行 に しす ない が可能となるといえる。

　

　 の の の 体 と

の対 設住宅建設 体

K の 住 設住宅を 対象住宅の 住 ２ 以

の
の の住

宅の 住 １

K と １ の建

的
の の の の の の

K の

体 体 ・

の対象

の
的
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関 の

り 地域 ース の き
設置さ た

防 計画 加 防 計画 関

コ の定義においては、マッキバー（ )は
「地理的空間的 がりをも 、集 を構 する ンバーによっ
て 的に まれる 活共同 」と定義しており、本研究
では同様に えている。文献8 。

市 地 密 シ 多 の
地 的 束 ら た地域 トル

の 的 トル・プラ トル か た
複 か り トル た 確認さ
か 当時のトルの その た た

さ た 集 の ンの のトルの特
か た そ らのトル

の た 地
トルの境 線 その 地の 住
認

ールの 的住宅 積層 り 階 生活空間 ら
階建 階 トイレ・ ・ 階 階 家

階 イ ン ・ ン り 特

・共 地域の 住 の共用物の
理 そ 的 的 た 設立

さ 的 の の

トル らかの 認 さ から
トル 的 の

ールの 的 方 た 家
ースト の 関 の構

－

ール トマン 地 地 害 スク ス
ントプ クト 計画 果

ール
サ ラ 大 都市 ン 大
の避難生活の 都市防 シン 集

通 的 生活の性
関 ル ・ ー イ

ール の 構造 その変化 ースト の
変 ・ フ 化 ・ フ 化

所 外 大
サ ラ 高 重 ール ン 市 地の
集住 共用空間の 理 関

集・ 集 都市住宅 関

戸 直 増 ール・ ク プルの都
市 の構 その トルの境 屋外空間の生活
大 集

マ ラ ン き 動
ール地域 の変 大

　本研究は 2015 年度  パール地震関  国際 急共同研究・

（ ）に「 パール地震後の都市部およ

部における住宅 建 スに関する研究（研究代 者：

大月 　 ）」に 出され、 を受けて実施し

た研究である。 には トの共同研究者である  

 の   

に をいただいた。 ンタ ー に ー ーの  

 をは め くの 々には 大の をいただいた。

をして を す。
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